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Abstract 
Levels of Japanese learners’ proficiency in English have been divided into two extremes.  Proficiency level of the one 
extream is B1 or higher on the CEFR scale, while that of the other is A2 or lower.  What is needed for English learners to 
attain B levels is intensive and extensive reading training on the basis of an integrated understanding of English Grammar. 
The number of those who do not have enough opportunities for this training is increasing, however.   
This is the first of my papers in which I examine the reasons which underlie this bipolarization, the problems it has 
been causing in the fields of English education, society, culture, and politics, and suggest ways to solve those problems.  
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1. はじめに 
 現在、日本人の英語力は二極化している。この二極化は、第 2次世界大戦後、教育システムが現行
のそれに移行した頃から始まっているのであるが、過去 10～20年において急速に進行している。しか
し、一般社会だけでなく、英語教育の現場においても、そこに何らかの問題があるということは気づ
かれてはいても、その問題の根幹にどのような問題が絡み合っているかについて明確な形で検討され
ることはまだ少ない。本論文は、そのような極端な二極化が、いつからどのような理由にもとづいて
生じ、二極化の存在が現在、教育、社会、文化、政治の各分野ににどのような問題を引き起こしてい
るかを分析し、その問題に対する解決の方法について模索することを目指すものである。 
この二極化は、複数の領域にわたる問題が複合的に組み合って生じているものである。従って、本
論文は、この問題を段階を踏んで取り扱っていく。今回は、問題理解の基本前提となる英文法理解と
英語の実力の段階指標 CEFR(Common Eurepean Framework of Reference for Language)について取り扱う。 
 
2. 二極化の現実 
数十年前、大学の共通教養の英語と言えば、著名な英語文筆家の文章――たとえば、バートランド・
ラッセルなど――や、それに準じる難易度の英文で書かれた 100ページ程度の講読文献を一学期、一
講座で一冊、あるいは部分を読解するというような授業が成立するケースがあった。しかし、現在、
大学の共通教養の英語テキストは、英語を「聞き」、「話す」という技能の向上を目指すものは増加し
たものの、読解用の英文の難易度は低下し、「英語文献を読む」という名に値するような講読量を課す
ことを目指すテキストは減少してきている。それは、何より、英語を「読み」「書く」よりも、「聞き」
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「話す」ことができるように教育すべし、という社会的な要請を反映しているためとも考えられるが、
それ以上に、以前のような講読テキストを読解することが能力的に不可能な学生が増加してきている
ことが主な理由のひとつと考えることができる。 
現在大学は全入の時代を迎えている。これまで、大学に入学するためには、多くの場合、何らかの
選抜試験を潜り抜ける必要があった。しかし、全入時代を迎えて、いわゆる難関大学を志望しない限
り、大学という教育機関に入ることが比較的容易になってきた。そのため、多くの大学が、学生獲得
のために入学試験の難易度を下げたり、推薦入試や AO試験（アドミッション・オフィス試験）等、
面接、小論文など、学力試験ではない種類の選抜方法を増やすようになり、結果的に、学力的に低い
ままで大学に入学する学生が増加するようになったのである。 
 
2.1 リメディアル教育と（国公立）中学生、高校生の英語の実力 
大学は、それぞれの専門教育を標榜しているからには、これまでは、それらの専門教育を可能とす
るための基礎学力を高校で身に着けてくることを入学の暗黙の前提条件として学生に求めてきた。し
かし、学力試験を経ずに入学してきた学生に、専門教育の前提となる基礎学力が不足していることが
問題となり、大学に入学してから、足りない学力を補うための「リメディアル教育」と呼ばれる補習
教育が行われるようになってきた。リメディアル教育は、開始された初期には、主に、化学、物理、
生物、数学等、の理数系科目について、高校で未履修、あるいは、履修したものの内容習熟度が低く、
大学において、それらの発展事項に関する専門教育をうけるには困難を覚える学生を対象に行われて
きたものであるが、近年、英語についてもリメディアル教育が行われるようになってきた。 
リメディアル教育と言っても、種類と程度は多岐にわたる。しかし、英語に関して言えば、多くの
大学生の英語力の低下は、並みのリメディアル教育では歯が立たない低さにあるのが実情である。 
 
文部科学省は、中学、高
校の指導要領の中で、中学
卒業時には、英語検定３級、
高校卒業時に英語検定準
２級から２級レベルの英
語力を身に着けさせるこ
とを目標とするよう指示
している。（文科省の指導
要領についての詳細は次
回以降詳述）  
そして、その目標達成度
を調べるために、文科省は
2014 年に、全国の「国公
立（私立は含まない）」の約 7万人の「高校 3年生」に対して、英語の学力検査を行った。その結果が
「図１」である。このグラフにおいて、A1, A2, B1という文字が何を示すかについては本文の 「4.3 英
語の実力レベルの指標 CEFR のレベル表 と難易差」において詳しく述べるが、英語検定に照らし合
A2（英検準 2級） 
A1（英検 3,4,5級） 
2%  B1（英検 2級） 
80% 
B2（英検準１級）0% 
18% 
図 1 （国公立）高 3 英語実力調査結果 2014 
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わせていえば「B2: 英語検定準 1 級」「B1:英語検定 2 級」「A2：準 2 級」「A1：3～5 級」と考えれば
よいだろう。 
試験は「読むこと」「聞くこと」「書くこと」「話すこと」の４分野に分かれて行われ、図１は、そ
れらの数値の平均点をグラフにしたものであるが、「書くこと」に至っては、7万人のうち 2万人が「0
点」（29％）である。 
この数値を数学に例えていうならば、A1は「分数・少数（小学校 3，4年生）」程度のレベルである。
つまり、このグラフが示すのは、「日本の国公立高校 3年生の 8割の英語力は、数学に例えると分数・
少数レベル」と考えればよい。 
 
文科省は、2015年には、国公立の「中学
3 年生」対象に同様の試験（高 3 生の試験
よりも、さらに下のレベルを図ることので
きる試験）を行った。その結果が図 2 であ
る。 
 
この試験では、A1 が「A1 上位」「A1 下
位」と分けられてあるが、「A1下位」とは、
英語検定でいえば、4 級 5 級、数学に例え
るならば、「四則計算（＋、－、×、÷）［小
学校 1,2 年レベル］」程度である。つまり、
この結果は「日本の国公立の中学 3 年生の
英語の平均的レベルは、数学に例えるなら、四則計算がようやくできるレベル」であるということが
できる。「書くこと」の領域での「0点」は「13％」である。 
 
29% 
 
A1上位 
（英検 3級） 
69% 
 
A1下位 
（英検 4,5級） 
2%  A2（英検準 2級） 
図 2 （国公立）中 3 英語実力調査結果 2015 
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図 3 東大合格者 出身高校種類割合 
(2016 東京大学新聞 新入生アンケート) 
図 4 高校の種類 
(2015 文部科学省 学校基本調査) 
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図 5  東大合格者 保護者収入割合 
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2.2 東大合格者に私立中高一貫校出身者が占める割合 
一方、図 3、図 4 は、「東大合格者の出身高校の種類の割合」と全国の「高校の種類の割合」を示し
たものである。 
 
図 3，4 において「中高一貫校」というのは「中等教育学校」「連携型中高一貫校」「併設型中高一
貫校」という 3種類がある。「中等教育学校（9%）」は、中学・高校がひとつの学校になっており、ひ
とつのカリキュラムで構成されている。高校から入学することはできないタイプである。「連携型
（14％）」は、別々の中学と高校が、緩やかに連携しているもので、カリキュラムの一貫性は薄い。「併
設型（77％）」は、一つの学校が中学部と高等部に分かれており、カリキュラムも 6年間が一つの体系
になっているが、高校から入学することもできる。最も数が多く、灘高校、開成高校など、難関大学
に多くの合格者を出していることで知られる学校は、このタイプである。これら 3種類を合わせたも
のが全国の高校総数に占める割合は約 12%である。そして、この 12%が、東大合格者の 62.9%を占め
ている。 
さらに、この 3種類の中高一貫校の中で、私立が占める割合は 66%であり、高校総数のうちの約 8%
であるが、この卒業生が、東大合格者の 5割以上を占めているのである。 
 
難関大学の入学試験で最も差がつきやすい科目は英語と数学であるが、東大の入試問題に限って言
えば、東大の英語の入試問題のレベルは、英語検定の難易度でいえば、およそ準１級と１級の間のレ
ベルである。さらに、科目ごとの配点が、英語（リスニングを含む）と数学は各 200点、国語と理科
科目、社会科目は、どれも各 100点であり、英語で高得点をとることは、文字通り、合格の可能性を
飛躍的に高めることがわかる。また、中高一貫校の中でも、難関大学への進学を主軸とする学校が全
てではない以上、この合格者割合から、英語検定準１級以上の実力を身に着けた生徒は、主に、一部
の――特に私立の――中高一貫校に集中していることが推測できる。 
 
2.3 東大合格者の保護者の経済力 
中高一貫校の中で難関大学への合格を主眼とす
る学校は、難関大学の入試問題を突破できる実力養
成を目指して６年間の一貫したカリキュラムに基
づく教育を行っている。また、これらの学校は、授
業終了後、学校外教育機関（塾、予備校等）でさら
に勉強する生徒数が多く、学校の授業時間も、学校
外教育機関での勉強の時間を確保できるよう設定
されている――つまり、授業が午後 3時前後の早い
時間に終了する――ところが存在する。 
さらに、私立学校は授業料は公立に比べ高額であ
る。学校の授業料に加え、学校外教育機関へ通
わせるとなると、それを可能にするための経
済的負担に耐えられる保護者は限られてくる。
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その結果、比較的高収入の保護者を持つことが、私立中高一貫校への入学の必要条件の一つとなって
くるわけで、高い英語力を下支えするのは保護者の経済力と関係することがわかってくる。 
東大の入学者の保護者の年収の割合（2014年度）を見てみると 7割の合格者の保護者年収が 750万
円以上、半数以上が 1000万円以上である。 
 
このように見てくると、現在の日本は、高校を卒業するに際して、一方で保護者の比較的豊かな経
済力に支えられた、英語力が英語検定準 1級以上の一握りの生徒達がおり、もう一方で、7～8割の英
語検定３級以下の生徒がいるというように、英語力が二極化していることがわかってくる。 
 
3. 二極化と、二つの異なったグループとコース 
二極化と言ったときに、それは、つまり、英語が「できる人」と「できない人」、（もちろん、その
間には、多くの「ある程度できるけれど、あまりできるとは言えない人」が存在するのであるが）が
いるという意味にすぎないし、それは驚くべきことではないと言われるかもしれない。 
しかし、ここで問うてみたい。 
英語学習をマラソンに例えた場合、我々は通常、一つのコースの上を、できる人はコースの先頭を
走っており、できない人はコースの後方を走っている、というイメージでとらえてはいないだろうか。
このイメージで重要なのは、速い人も、遅い人も同じコースを同じゴールに向かって走っているとい
うことである。つまり、同じコースを走っている限り、様々な条件の影響を考慮に入れたとしても、
速いか遅いかの「主な」違いは本人の努力や能力にかかってくる。そして、違いが主に「努力」であ
る場合には、最初は遅れていても、スパートをかけることによって、先頭グループに追いつくことは
十分可能であるということになる。 
しかし、英語ができる人とできない人で、走っているコースとゴールが異なっているとしたらどう
だろう。コースが違えば、そのコースにそってどんなに頑張って走っても、行き着いた先は、できる
人のコースのゴールとはまったく異なった地点となってしまうとしたら。 
日本人の英語力が二極化しているというとき、この二極化は、一つのコースの同じスタートライン
に立ち、共通のゴールを目指した結果起こってきた二極化ではない。この二極化は、二つの異なった
コースに振り分けられ、それぞれのコースでの目指すゴールが異なることによって生じた二極化であ
る。そして、その二つの一方のコースを走っている人々の多くは、もう一つのコースが存在すること
を知らないだけではなく、二つのコースが存在することが、自分の能力や努力とは直接には結びつか
ない、構造的な問題であることを知らずに、「英語ができない」理由を自分の能力と努力不足に結びつ
ける傾向にあるのである。 
 
3.1 断絶する格差 
最近の教育関係の話題の一つとてして、子どもたちが育つ環境によって生じる学力格差の問題が取
り上げられるケースが増えてきた。英語の二極化の問題は、学力格差の問題のひとつにすぎずないと
も言える。そして、世の中に、勉強が「できる人」と「できない人」がおり、それらの二つのグルー
プの間に格差が存在することはいつの世にも当然のことであり、その格差は是正されるに越したこと
はないとしても、そうそう目くじらを立てるほどのことではないとする考え方もあるだろう。 
?????と????レベル??CEFR
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しかし、格差が問題となるのは、立ち位置を自分で選択することができず、格差の上と下を行き来
するルートが断絶した場合である。たとえば、住宅密集地の２階建てのアパートで、二階は日当たり
がよく乾いていて、一階は昼間から薄暗くジメジメしているとき、誰が二階に住み、誰が一階に住む
かを、住人同士が相談して選ぶことができ、また、数年したら、一階と二階を交代することができる
ならば、この住環境の格差は受け入れがたいものとは言えない。しかし、誰がどちらの階に住むかを
当事者が選ぶことができず、住む階が生涯に渡って固定されてしまうとなれば、問題は深刻である。 
学力格差も同じであると考えることができる。もし、学力格差を生む条件を自分で選ぶことができ、
格差の上下を、個人の努力で行き来することが可能であるならば、必要なことは、努力とその努力を
助ける周りのサポートである。しかし、少なからざる数の子供たちが、条件を自分で選ぶこともでき
ず、個人の努力では克服しがたい格差の下方に固定され、固定されている事実に気づかず、固定され
た状況から脱出するためのサポートもほとんどないのが現状である。 
 では、なぜ、このような二極化が生じてきたのだろうか。その原因は多岐にわたり、かつ、複雑に
絡み合っている。その原因を解明するためには、まず最初に、「英語ができるとはどのようなことか」、
「コミュニケーションとはどのようなものか」についての考え方の相違と理解の混乱にについて考え
てみたい。 
 
4. 「英語ができる」とはどのような意味か 
日常において、我々は「英語ができる/できない」「コミュニケーションができる英語」などととい
う表現を頻繁に使用する。しかし、「英語ができる」とは、そもそもどのような意味だろうか。 
一口に英語が「できる」と言っても、「できる」の中には、様々な種類、レベルがある。例えば、
英語圏の国へ旅行に出かけて、“Hello” “Good Morning” “Thank you”といった、単語、あるいは、数語
で成り立っている決まり文句を使用して日常の挨拶をかわすことができるレベルを「英語ができる」
と考える人もいれば、英語での文章の読み書きを不自由なく行い、どのような事柄についてでも、英
語で意思の疎通を行うことができるようになってはじめて「英語ができる」とみなすべきだと考える
人もいる。 
 また、「コミュニケーションできる英語」とは何かという問いに関しても、様々な考え方の違いがあ
る。ある人は、対面した人間同士が、耳と口を使って英語でやり取りするのが「英語コミュニケーシ
ョン」であると考える人もいれば、E メールの文書のやり取りを通じて意志の疎通を行うこともコミ
ュニケーションであると考える人もいる。 
 もちろん、どのような意味で「英語ができる」「コミュニケーションできる英語」と考えようと、ひ
とそれぞれ捉え方が異なってまったくかまわないだろう。 
 しかし、「英語を学ぶ」となったとき、学習する側と教える側の「英語ができる」のレベル、種類、
「コミュニケーション」の意味についての考え方が食い違っており、学習者側だけでなく、教える側
もその食い違いに気づかない場合、どうなるだろうか。例えば、英語文献を自由に読みこなせる英語
力を期待して英語の勉強を始めたのに、指導する教師が、日常のあいさつ程度の英語ができれば十分
であるし、その程度にしか英語というものはできるようにならないと考えて指導した場合、学習者は
それと知らされることなく、自分が望むのとは異なったゴールに連れていかれる可能性が高くなるの
である。そして、学習者が望んでいるゴールに到達できそうもないとなったとき、教師側は、学習者
???????????????　?14?
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の勉強不足を責め、学習者は教師に対して不満を抱くが、どちらに問題があったのかは不明のまま、
水掛け論で埒が明かないなどという状況が発生する。 
 このような状況から脱するためには、まずは「コミュニケーション」という意味から明確にする必
要があるだろう。  
 
4.1 コミュニケーションの定義と多様性 
昨今の英語教育において、頻繁に使用される「コミュニケーション」という言葉は、「口頭での」
伝達・受容を意味するものとして使われる場合が多い。たとえば、「読み書きばかりやっていないで、
コミュニケーションできる英語力をつけなければならない」とか「わが校での英語教育はコミュニカ
ティヴ・アプローチをとっている」などと言われるとき、「コミュニケーションできる英語力」とは、
「口頭」で「話したり、聞いたり」するやり取りを指すことが多い。 
しかし、「コミュニケーション」とは本来「口頭での言葉のやり取り」に限定されるものではない。 
ここで、「コミュニケーション」の定義を、二段階に分けて考えてみたい。 
(1)コミュニケーションの「目的」 
 コミュニケーションの目的は、「人間（又は動物）が、意志や感情、思考を伝達しあうこと」である。
この点についての理解は、十分明確であると言える。問題となるのは、「手段」の部分である。 
(2) コミュニケーションの「手段・媒体」：言語、記号、身振り等 
コミュニケーションは「言語によるもの」だけを思い浮かべがちであるが、コミュニケーションを
可能とする「手段・媒体」は言語に限られるわけではない。「記号」「身振り」などもコミュニケーシ
ョンの重要な媒体となりえる。 
例えば、道路標識の「進入禁止」のサインは、明確に、道路を管理する側の「この道へは進入して
はならない」という指示を車の運転者に伝えることができる。言語は、その言語を理解しない人間に
とってはコミュニケーション媒体としては意味をなさないが、絵的な記号であれば、その絵の意味は
万国（とはいかずとも、多くの異なった文化）の人々に理解されやすく（たとえば、「トイレ」）、その
意味では、言語よりも優れたコミュニケーションツールであるということができる。 
また、身体表現もコミュニケーションの重要な媒体の一つである。 
例えば、「別れ際に手を振る」＝「さよなら」などである（文化によって差があるにせよ、ある程
度の共通理解を期待することはできる）。 
(3) 動物同士、人間と動物、 
さらに、動物同士、そして、人間と動物の間にもコミュニケーションが成り立ちえる。たとえば、
飼い主が「お座り」と言って、犬がお座りをする、などである。 
(4) 言語によるコミュニケーション 
言語教育においてコミュニケーションという場合は、「人間間の」「言語を介在しての」コミュニケ
ーションを指すと考えてよいだろう。しかし、この意味に限定した場合でも、その種類、範囲、レベ
ルは多岐にわたってくる。 
（i） 「口頭」コミュニケーションと「読み書き」コミュニケーション 
通常、言語によるコミュニケーションというと、「同一時間と同一空間」を共有するもの同士の間
での「口頭」での意思の疎通のイメージ（例えば、顔を突き合わせての複数の人間同士の会話）が強
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いだろうが、コミュニケーションは、同一時間、同一空間においてなされるものばかりでもなく、「口
頭」ではなく「読み書き」によって行われるものもある。ここで、「同一時間」か「同一空間」か、ま
た、「口頭による」か「読み書き」によるかで、言語のコミュニケーションの種類と内容の難易度を分
類してみると、次のようになるだろう。（表１） 
 
表１ コミュニケーションの種類と難易度 
 
 同一 
時間 
同一 
空間 
口頭 筆記 
難易度 
易 中 難 
口頭 
コミュニ 
ケーション 
①  対話・会話 〇 〇 〇 ×    
②  電話（含 TV電話） 〇 △ 〇 ×    
③  録音音声 × × 〇 ×    
読み書き 
コミュニ 
ケーション 
④  手紙・Eメール × × × 〇    
⑤  文献 × × × 〇    
 
①は、時間も空間も同一のものを共有している人間間同士での、つまり、対面での言葉のやり取り
である。「おはよう」「おはよう」「すごい雪だね。」「ほんとうにすごいね。うちでは、今朝僕が家の周
りの雪かきしたんだ。」など、日常生活で、生活圏を空間的に共有する者たちの間で行われる言葉のや
り取りの多くはこのタイプである。 
②は、時間は共有しているが、近場の空間は必ずしも共有してはいない。 
③は、時間も空間も共有していないが、口頭によるコミュニケーションである。 
④は、文章の読み書きを通じて行われるコミュニケーションである。簡単な日常を描写した手紙や
Eメールのやり取りから、仕事において、取引を成立させるために、関係書類を詳しく読みこなし、
その内容を理解したことを前提とした行われる詳細な手紙やＥメールのやり取りである。 
⑤は、新聞、雑誌、書籍において、書かれた文字を通じて情報を伝え、意見を発表するもので、こ
れらもまた重要なコミュニケーションである。そして、文献として発表された内容は、同時代人の間
だけでやり取りされるだけではない。過去に書かれた文献を読むことによって、過去に、その分野に
おいて蓄積された知識を身につけ、先人との「思考による」ディスカッションを重ねることによって
新しい知識を積み重ね、その研究成果をさらに文献として発表し、同時代、あるいは、次の時代の人々
に伝えることもまた、人間だけに可能となるコミュニケーションの方法であるということができる。 
（ii） 表現内容の難易の差 
言語によるコミュニケーションには、内容の難易の差が生じる。 
例えば、家庭での日常に見られる光景の一つとてして、夫が「メシ」という一言を言うだけで、妻
が食卓に食事を整え、食することができるように行動するとすれば、「メシ」という言葉だけで、必要
なコミュニケーションが成立したということができるだろう。あるいは、Eメールで、「到着しました」
と一言送るだけで、その日の行き先へ無事到着したことを家族に明瞭に伝えることができる。これら
は、伝える内容が比較的簡単なものである。 
一方、仕事において、複雑な取引を、対面し、口頭でやり取りすることもあれば、書類のやり取り
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で行う場合もある。たとえば、何らかのトラブル発生に際して、被害者と加害者の間において、問題
解決に向けて法律的な権利等の理解をやり取りするような場合、「メシ」「フロ」よりも、内容の難易
度が増してくるのは当然である。さらに、新しい知識を得ようとして、様々な本を読むとき、本によ
っては、簡単な内容のものから、難解なものまで、難易度のレベルは広範囲にわたる。 
このように、「コミュニケーションができる英語」と言うとき、「口頭コミュニケーション」もあれ
ば、「読み書きコミュニケーション」もあり、どちらの場合であれ、内容の難易度の差は非常に大きい
ことをまず理解する必要がある。 
 
4.2  英語の実力レベル 
 次に、英語の「実力のレベル」とは何か、について考えてみたい。 
英語の実力レベルを知りたいとき、その人が「英語検定」「TOEFL」「TOEIC」等の、英語の実力を
測る様々な試験の何級、あるいは、何点を獲得しているかによって区別をすることが一般的である。
英語検定２級を持っている人は、４級の人よりも「できる」と考えて間違いないであろうし、TOEIC
の 450点から 700点に点が上がった場合、英語がより「できる」ようになったと考えてよい。つまり、
低い級よりも高い級、低い点数よりも高い点数が「できる」の程度を表している。 
 では、これらのレベルは、均一に、同じ「なだらかさ」で下から上へと移行するものであろうか。
この点を理解するために、英語検定などの実力レベルのレベル差について考えてみたい。 
  
 英語検定の 5級から 4級、3級、2級、1級という数字だけを見ると、これら、5, 4, 3, 2, 1という数
字はそれぞれが、定規の 5cm, 4cm, 3cm, 2cm, 1cm の目盛りのように、等間隔で並んでいるように錯覚
しがちであるが、実際には、それぞれの級の間には、量的、質的にかなり大きな違いが存在する。 
 例えば、2級から 1級への道のりは、5級から 4級への道のりとは比較にならない大きな違いを持っ
ていることは、英語検定の全ての級の受験経験者でなくとも容易に理解できる。英語検定が始まって
からある程度の年月を経て、準 2 級、準 1 級という中間級が新たに設定されるようになったのは、3
級から 2級、そして、2級から 1級への隔たり具合が 5級から 4級、3級へのそれに比して無視しがた
い大きさを持っていることが明らかになってきたからである 1。 
 しかし、各級間の実力レベルの差が等間隔ではないということはわかるとしても、それぞれの級を
獲得することが、いったい、どのような「できる」の違いを生むのだろうか。 
英語検定については、先に述べたように、文部科学省が、中学、高校での学習目標の目安として、
英語検定 3 級は中学校卒業レベル、2 級は高校卒業レベル、と説明しているが、中学卒業レベルと高
校卒業レベルがどのような違いがあるのかについては極めて曖昧である。それは、身に着けている単
語の語数の違いであろうか、それとも、英文を読むスピードの違いだろうか。 
英語検定の場合、全ての級の試験問題が異なっており、5 級から準 2 級までは、その試験で課され
る英文に使用される文法項目が異なっている、という明確な違いがある。（使用される単語の量と難易
度が順次増えていくことはもちろんのことであるが。）たとえば、4級の試験では、関係詞と形容詞節
を使用する文は原則として出題されない。従って、理解不足の文法項目があれば――たとえば、関係
詞の仕組みを理解していなければ――上の級に上がることができないことがわかりやすい。 
しかし、2 級から 1 級までの 3 段階は、文法項目に関していえば、受験者は、主な文法項目は全て
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理解していることが前提となっており、文章内にすべての文法項目が出てくる可能性がある。従って、
文と文章がより長く、構造が複雑になり、文章の取り扱う内容が広がるということ以外に差はない。 
TOEIC, TOEFLなどの試験にいたっては、同一の試験で、様々なレベルの英語力を調べるため、点
数間の差がどこに起因しているのかを見つけることはさらに困難になってくる。 
 このように、これらの試験によって、実力の「違いがある」ことを識別することはできる。しかし、
その違いが「なぜ」生じているのかを理解することはそれほど簡単なことではない。 
英語検定の準 2 級までは順調に合格してきたにもかかわらず、2 級をなかなか突破することができ
ず、「なぜ先に進めないのかわからない」という苦しむ声が少なくない現状を見ると、その「なぜ」を
明らかにすることの必要性は高いと言えるだろう 
 
4.3  英語の実力レベルの指標 CEFRのレベル表 と難易差 
 
表 2 CEFR 定義 2 
 
 レベル 定義 英検 
熟 
練 
し 
た 
言 
語 
使 
用 
者 
C2 
聞いたり読んだりした、ほぼすべてのものを容易に理解することができる。いろい
ろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で再構
築できる。自然に、流暢且つ正確に自己表現ができ、非常に複雑な状況でも細かい
意味の違い、区別を表現できる。 
 
C1 
いろいろな種類の高度な内容のかなり長い文章を理解して、含蓄を把握できる。言
葉を探しているという印象を与えずに、流暢に、また、自然に自己表現ができる。
複雑な話題について、明確で、しっかりとした構成の、詳細な文章を作ることがで
きる。その際、文章を構成する軸や接続表現、結束表現の用法をマスターしている
ことがうかがえる。 
1級 
自 
立 
し 
た 
言 
語 
使 
用 
者 
B2 
自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的な話題でも具体的な話題でも、複
雑な文章の主要な内容を理解できる。母語話者とはお互いに緊張しないで普通にや
り取りができるくらい流暢かつ自然である。幅広い話題について、明確で詳細な文
章を作ることができ、様々な選択肢について長所や短所を示しながら自己の視点を
説明できる。 
準１級 
B1 
仕事、学校、娯楽などで普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方で
あれば、主要な点を理解できる。その言葉が話されている地域を旅行しているとき
に起こりそうな、たいていの事態に対処することができる。身近な話題や個人的に
関心のある話題について、単純な方法で結びつけられた、筋の通った簡単な文章を
作ることができる。経験、できごと、夢、希望、野心を説明し、意見や計画の理由、
説明を短く述べることができる。 
2級 
基 
礎 
段 
階 
の 
言 
語 
使 
用 
者 
A2 
ごく基本的な個人情報や家族情報、買い物、地元の地理、仕事など、直接的な関係
がある領域に関しては、文やよく使われる表現が理解できる。簡単で日常的な範囲
なら、身近で日常の事柄について、単純で直接的な情報交換に応じることができる。
自分の背景や身の回りの状況や、直接的な必要性のある領域の事柄を簡単な言葉で
説明できる。 
準 2級 
A1 
具体的な欲求を満足させるための、よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは
理解し、用いることができる。自分や他人を紹介することができ、住んでいるとこ
ろや、誰と知り合いであるか、持ち物などの個人的情報について、質問をしたり、
答えたりすることができる。もし、相手がゆっくり、はっきりと話して、助けが得
られるならば、簡単なやり取りをすることができる。 
3,4,5級 
 
CEFR3（シファール）とは「Common European Framework of Reference for Language」の
略で、ヨーロッパで外国語を学ぶ人の学習の到達基準（読み、書き、聞き、話すの 4技能）を示すた
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めに、欧州評議会(Council of Europe)が作成したものである。以下の表は、CEFRによる英語の実力
の定義である（表 2）。 
CEFRはもともと、EU圏内で使用されていたが、現在では、世界に広がり、日本でも、NHKが英
語講座のレベル分けに使用し始め、文部科学省も、日本での英語教育の指標として使用するようにな
ってきた。 
最近では、英語のテキストに TOEIC 等の点数だけでなく、CEFR のどのレベルであるかが表示さ
れるものも増えている。表 2は、CEFRのレベルが、英語検定の、およそ、どのレベルに相当するか
を示している。たとえば、B1は「英語検定 2級」のレベル、もう少し具体的に言えば、「英検 2級」
を合格した時点で、B1のレベルに「入り始めた」程度と考えることができる。 
 
先に述べた、「なぜ英検 2 級を突破できず、準 2 級段階で足踏み状態になるケースがあるのか」の
なぜの一つは、英語の実力レベルに潜む「断層」の存在である。英語の実力のレベルの間に、英語学
習過程における「量」的ではなく、「質」的な取り組み方の差が存在し、その差が、CEFRの A2以下
と B1以上、英語検定で言えば、準 2級以下の級と 2級以上の間を切断しているのである。 
 
先に述べたマラソンの二つのコー
スの例えを使えば、英語学習には現
在、ゴールが異なった二つのコー
ス：A コースと B コース、と二つの
グループ：A グループと B グループ
が存在すると言える。 
A コースは、ゴールが A2 であり、
Bコースは、B1を超えて、Cレベル
へ入っていくことが可能なコースで
あり、ゴールは C2である。Aコース
を走っている学習者が「Aグループ」、
B コースを走っている学習者が「B
グループ」である。英検 2 級が合格
できずに準 2級で足踏みをするのは、
A コースがゴールに達したことを示
している。Aコースのゴールは、良くとも、英検準 2級である。ということは、そのコースを走って
いる限り、つまり、そのコースでの学習方法を続けている限り、B1レベルに進んでいくことは難しく、
B1レベルの入り口である英検 2級に合格することにさえ困難を感じ続けることになる。 
しかし、このような断層の存在について、Aコースを走っている Aグループに属する学生だけでな
く、そのコースを走らせている教師も理解してはいない可能性が低くはない。教師が理解していない
限り、学習方法についての根本的な問題にメスが入れられることはなく、「（2 級の試験を）何度も受
けているうちには合格するだろう（数打てば当たる）」「過去問を繰り返せば合格する（問題のパター
ンに慣れれば合格する）」というセリフと共に、学生はお尻を叩かれ続け、何度も受験し、失敗し続け
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て絶望するというケースが増えるのである。 
 
5. 難易差の「質的差」：「文章を読み、書きできる」という基準 
 さて、ここで、Aレベル(A1, A2) と Bレベル(B1, B2) の質の差について考えてみたいと思う。 
Aレベルと Bレベル間の質的差の第一の特徴は、これらのレベルにおいて、英語の「文章」を「読
み、書く」ということの必要度が異なっていることである。「文章」とは、単独の文ではなく、複数の
文が組み合わさって一定のまとまった内容を伝達するものである。つまり、A2と B1は、文章の読解、
作文を必須とするか否かの境目となっているのである。 
レベル A1，A2 でのコミュニケーションにおいても、文の読み書きは必要となってくる。しかし、
必要となる読み書きの種類は日常生活における決まった「口頭表現」を表記した文以上のものではな
い。つまり、このレベルは、文字の読み書きが未だ不可能な「幼児相手にも可能」な種類のコミュニ
ケーションレベルだということである。文字を学習する以前の幼児が共有できるコミュニケーション
レベルであるから、新聞、雑誌を読む能力、手紙を書ける作文能力は必ずしも必要とはならない。 
一方、B1 以上のレベルのコミュニケーションを成立させるためには、最低、一般文献を読み書き
できることが前提となり、B，C レベルにおいては、一般文献に加えて、専門文献の講読力が必要と
なってくる。 
 ここで、筆者が学習文献、一般文献、専門文献と名づける文の種類について説明しておきたい。 
 
5.1 学習文献、一般文献、専門文献と文法項目 
「学習文献」と筆者が名づけるのは、英語を学習する際に使用する文献（つまり、英語の教科書、
参考書）である。一つの言語を習得するための文献であるから、学習の段階ごとに、それぞれの段階
の学習者の習熟度に合わせて、単語や、文法項目が制限して書かれている文章である。英語の教科書
に載せられている文章の多くはこの種類である。たとえば、中学 1 年生の英語の教科書に「受動態」
は出てこないし、中学 3年生の教科書には「仮定法」は登場しない。 
それに対して、「一般文献」と名づけているものは、少なくとも、文法項目に関しては、主な文法
項目の全てを理解、習得済みであることを前提として書かれている、しかし、一般文献であるから、
その内容を理解するために、専門的な知識を必要とする度合いが低い文章である。簡単に言えば、日
常文献とは、「字面」が読めれば、内容も、「詳しくなくとも一応は」わかる類の文章である。新聞、
雑誌、一般書籍がそれにあたる。 
「専門文献」というのは、文章で使用されている文法項目については、一般文献と違わないが、そ
の文章において取り扱われる内容が、その内容理解を専門としている読者でないと、「字面」は読めて
も、内容が理解困難な文である。例えば、物理学の専門書、数学の専門書などである。これらの文章
には専門用語も多く使用されているので、それら専門用語の意味を理解していないと内容の把握はお
ぼつかない。 
これら 3種類の文献の読解能力を CEFRと英語検定に当てはめて分類すると、およそ以下のように
なるだろう 4。 
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CEFR 
レベル 英語検定 
使用される 
文法項目 
口頭表現 
（聴き話す） 
幼児が 
耳で聞いて 
理解可能な 
内容か 
文章の読み書きのレベル 
学習 
文献 
一般 
文献 
専門 
文献 
B2 準１級 
全項目 
〇 
× 
 ○ ○ 
B1 2級 〇  ○ × 
A2 準 2級 ～3/4 〇 △ ○ 
× × 
A1 
上位 3級 ～2/4 〇 〇 ○ 
下位 
4級 ～1/4 〇 〇 ○ 
5級 0～極少 〇 〇 ○ 
 
以上をまとめるならば、 
B1 レベルは、辞書さえあれば、専門書でなければ、一応どんな英語の文章、つまり、すべての文
法項目を含む文を解読することができるレベル、A2 レベル以下は、それがまだ不十分なレベルであ
るということができる。 
 
5.2 文法の全体像理解と精読、多読、語彙 
では、文法を一通り学べば、B1 レベルに上がることができるかと言えば、もちろんそうは言えな
い。すべての文法項目が登場する文献を読みこなすためには、「英文法の統合された理解」と「語彙の
習得」「精読訓練」「多読訓練」が必要になるのである。これはどういう意味だろうか。 
文章を読めるということは、車の構造とガソリンにたとえることができる。車を走らせるためには、
車を構成するパーツがそろっているだけではダメである。それらのパーツがそれぞれの役割を果たせ
るように、一つの構造体としてしっかり組み立てられていなければならない。組み立てあがっている
限りにおいて、そこにガソリンという燃料を注げば、走らせることができる。 
車の構造は、文の文法構造、ガソリンが語彙に相当すると考えればよいが、これらのどちらが欠け
ても文章を読めるようにはならない。 
語彙に限って言えば、身に着けている語彙数が増えれば増えるほど読みこなせる文献が増えてくる、
ということはわかりやすいのだが、文法に関して言うと、一つ一つの文法項目がパーツとして理解さ
れることと、構造体として、すべての項目の理解がひとつの全体像として組みあがっていることには
違いがある。では、どのような違いがあるのだろうか。 
 
5.3 文法と文の複雑さ 
英語に限らず、文というものはそれぞれの言語のもつ一定のルール（それを「文法」と呼ぶわけで
あるが）によって組み立てられている。 
文の構造上の難易は、その文を構成している文法項目の組み合わせの数と複雑さによっている。も
ちろん、文構造は単純であるにもかかわらず、内容が複雑という文もあるわけだが、ここでは、構造
の複雑さについての話を進めることにする。この点をわかりやすくするために、日本語で例をあげて
みよう。 
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① 学生達が、本を読む。 
② 多くの学生達が、熱心に本を読む。 
③ このクラスの多くの学生達が、先生が彼らに薦めた本を、熱心に読む。 
④ このクラスの多くの学生達が、先生が彼らに薦めた本を、熱心に読むことが報告されている。 
 
②は、①の文の単語に、単語の修飾語（単語の内容を詳しく説明する言葉）「多くの」「熱心に」を
加えたものである。「多くの」は「学生」を、「熱心に」は「読む」を修飾（詳しく説明）している。 
①において、「学生達」を「主語」、「本を読む」の部分を「述部」、「読む」を「動詞」と呼ぶ。「本
を」は、「目的語」と呼ばれる。述部を構成する、「動詞」と「動詞以外の部分（この場合は、「目的語」）」
の関係を、筆者は「述部構造」と呼ぶ。 
③の文には、②の文に、「このクラスの」という語句がさらに加えられているだけでなく、「述部構
造」が 2セット含まれている。「学生が本を読む」と「先生が（本を）薦めた」である。 
④になると、さらに「報告されている」という述部構造がもう 1セットと、受動態という文法項目
が加わってくる。 
 これらの文に使用されている文法項目の種類を並べてみると、次のようになる。（以下の文法用語は
英語の文法用語である。項目によっては、日本語文法での取り扱いが異なるが、ここでは、わかりや
すくするために、英語の文法用語を用いて、日本語を分析している。） 
 
表３ 文法項目の数 
 使用されている文法項目 
①  第 3文型述部構造 
②  第 3文型述部構造、形容詞、副詞 
③  第 3文型述部構造、形容詞、副詞、第 4文型述部構造、形容詞節 
④  第 3文型述部構造、形容詞、副詞、第 4文型述部構造、形容詞節、第 3文型述部構造、受動態 
 
これを見ると、一つの文が簡単か複雑かは、一つの文の中に、どの種類の「修飾語、修飾部」がど
れくらい入っているか、そして、「述部構造」がいくつ入っているかによって決まってくることがわか
るだろう。 
英文法を学習する時、文法の項目が単独で、「ひとつずつ」説明されることが普通である。例えば、
「疑問文」「動詞の過去形」「不定詞」というように。しかし、実際の日常文献は、主な文法項目がよ
りどりみどりに「複数組み合わされて」登場するのが通常である。ということは、一般文献を読みこ
なすためには、単独の文法項目を理解しているだけでは不十分で、文法項目同士の「つながり」を十
分に理解している必要、つまり、「断片的」ではなく、「統合された」文法理解と、その理解に基づい
て、複数の文法要素の関係性を識別することが必要となる。 
 
5.4 文法はジグソーパズル 
もう一つの例を使うならば、「統合された文法理解」は、ジグソーパズルにたとえることができる。
ジグソーパズルは、全てのピースを持っていたとしても、それらがバラバラの状態である限り、絵は
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見えてこない。学習文献は、一つ一つの文法項目のピースを集める（理解する）プロセスで使用され
る文献であり、文法項目のピースを単独で吟味する（たとえば、「動詞の過去形」）。また、原則として、
まだ学習していない文法項目は登場してこない（例えば、「受動態」を理解する前の段階では、その文
献の中に受動態は登場しない）ため、ジグソーの全体像は、それと示されない限り、まだ見えてこな
い。 
しかし、一般文献の場合は、すべての文法事項が登場し、いつ、どの項目が、いくつ組み合わされ
て登場するかはわからない。従って、一般文献は、少なくとも 9割以上の文法ピースを獲得している
だけではなく、それらが組み合わされていて、全体の絵が何であるかわかっていないと読むことはで
きない。このたとえを CEFR のレベルに当てはめて考えると、絵はほとんど見えていない状態が A1
レベル、絵の「部分が断片的に」見えている状態が A2 レベル、絵「全体」が見えているのが B1 レ
ベルということができるだろう。 
 
5.5 文法理解と精読はコインの裏表 
では、英文法は、それぞれのパーツを一度説明されれば、ジグソーの全体像が身につくものであろ
うか。また、英文法のジグソーが一旦完成していれば、どのような英語文献でも講読することが可能
となるのであろうか。答えは「否」である。 
文法の個別の項目の理解は、一度説明されただけで身につくものではない。また、一度説明を受け
ただけで文法のジグソーが完成することもありえない。文法は、実際の文章の中で、幾重にも絡み合
った文法項目を解読する訓練（このような訓練を「精読」と呼ぶ）を繰り返すことで消化、習得され、
精読の訓練を通じて、文法は「統合され」ジグソーの絵が見えるようになってくる。逆にいえば、精
読の過程で、文法が統合され、統合された理解が習得され、それによって、B1 以上のどんな文章で
も解読可能な講読力が身についてくるのである。この意味で、文法理解と文章講読力はひとつのコイ
ンの裏表であるということができる。 
さらに、精読を通じて、ひとつひとつの文を文法的に正確に読めるようになった上で、語彙を増や
し、多くの文献を読む必要がある。語彙の増加と多読訓練なくして、新聞を気軽に読めるようになる
ことは難しい。 
従って、A レベルとは、文法のジグソーが完成しておらず、完成した文法ジグソーに基づいた精読
訓練、多読訓練、語彙の獲得がまだ十分になされていないレベルであるということがわかってくる。 
 
6. 英語の基本学習において優先されるべき技能は「読み」「書き」 
次に、「読み」「書き」「聞き」「話す」の中で、どの能力の発達がどの能力の発達の前提となってい
るかについて考えてみたい。 
 幼児が母語として英語を学ぶ場合と、日本語を母語として一応身に着けた後で外国語を身に着ける
場合の違いについては、次回詳しく述べる。しかし、先に、一言でまとめると次のように言うことが
できる。 
日本語を母語として一応身に着けた後で、外国語を身に着けようとする場合、A1 のレベルでは、
幼児が母語として英語を学ぶ場合とある程度類似した形で、「聞き」「話す」が「読み」「書く」に先ん
ずる場合が多い。たとえば、「グッモーニン」「サンキュー」と耳で聞いて、つづりは知らないが、そ
れが「朝の挨拶」と「感謝のことば」であるということを理解するというような例である。 
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しかし、少なくとも A2レベルでは、「読む」「書く」が、「聞く」「話す」よりも増加し始め、B1以
上のレベルでは、「読む」「書く」が「聞き」「話す」に大きく水をあけて先行することになる。 
言い変えれば、B1以上のレベルでは、「読み書き」がそのレベルに達しない状態で「聞き話す」が
B1 以上に上がることはありえないということを意味する。なぜなら、B1 レベルでは、「聞き話す」
内容は、「読み書き」できるが、「読み書き」できない内容を「聞き話す」ことは不可能だからである。
「読んで」理解できない英文を耳から聞いたら理解できるということはありえず、「作文ができない」
内容を、「口頭でなら表現できる」こともありえないのである。 
 では、B1 以上のレベルの「読み」「書き」ができれば、自然にそのレベルでの「聞き」「話す」は
できるようになるのかと言えば、否である。その意味で、B1 以上のレベルでの「読む」「書く」は、
「聞き」「話す」の「十分条件」ではなく、「必要条件」であるということができるだろう。 
これは、三角形の「底辺」と「高さ」の関係に例えることができる。 
 10㎝の底辺の上に正三角形を建てようとすれば、その高さは、10cmである。底辺が 50㎝であれ
ば、50cmの高さの正三角形ができる。高さがより高く、より大きな正三角形を作りたい、あるいは、
将来作ることのできる可能性を身に着けていたいと思えば、できるだけ底辺の長さを長くとろうとす
るだろう。勉強に関してもこれと同じことが言える。底辺は「基礎力」である。将来の学習がより深
く、より広く発展すること――つまり、大きな正三角形を作ること――を希望するならば、その将来
を見越して、できる限りしっかりした「基礎力」――長い底辺を持つようにする――をつけることを
目指そうとするだろう。 
この点に関しては、日本語を母語とし、日本で英語教育を受けて、4 技能において B1 以上のレベ
ルに達している人に、中学、高校の英語学習において、4 技能の中で、どの部分に重点的に指導がさ
れるべきかについて尋ねれば、ほとんどの人が、目指す英語力が B1 以上である限りは、文法理解と
精読、多読の優先性を挙げるだろう。なぜなら、「読み書き」のレベルが B1に達すれば、そのレベル
での「聞き話す」実力をつけることは、一定の時間さえかければ充分に可能となることを彼らは経験
を通じて知っているからである。 
しかし、このような「読み書き」と「聞く話す」の関係に関する理解は一般には大変混乱している。
「読み書き」はできなくても、A レベルでの「聞き、話す」ができれば、その延長線上に B1 レベル
以上の「聞き話す」が可能になるととらえる誤解は少なくないようである。なぜ、そのような誤解が
生じるのだろうか。さらに、「（B1レベルでの）読み書きはできるのに、（Aレベルで）しゃべれない」
からという理由で、「英語ができない」と考える風潮がある。なぜだろうか。 
 
6.1  読み書きの優先順位がなぜ誤解されるのか 
「コミュニケーションできる英語」と言う表現が何を意味するかがあいまいな場合、「英語ができ
る」とは、どのレベルであれ、「聞き、しゃべること」であると思いがちになる。 
書類を英語で読み、手紙や Eメールで議論しあうのは当事者の頭脳の中と手作業で行われる内的作
業であり、誰にも気づかれずに行われる可能性が高いのに比べて、しゃべる方は目立つ。もし、しゃ
べっている中身があまり内容のないものであり、手紙や Eメールでやり取りしている議論の内容の方
がずっと高度であったとしても、しゃべれることの方が、ずっと「英語ができる」ように見えるので
ある。 
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英文の読み書きは B1 以上のレベルにあるのに、「聞き」「話す」は苦手と感じている年配者は少な
くない。「私は、英語ができなくてホント、ダメだ」というのでよく聞いてみると、英字新聞は辞書さ
えあれば普通に読めるというのである。では、どこが「ダメ」なのかと聞くと、「しゃべれない」から、
という返事である。自分の娘や息子は英字新聞を読むことはできなくても、英語のネイティブを相手
に挨拶や簡単なやり取りを臆せずに行っており、英語が楽しいと言っている。しかし、自分は外国人
の前に出ると相手が何を言っているかよく聞き取れないし、言葉が出てこないし、言うことが思い浮
かんでも発音に自信がない。やっぱり、読み書きばかりできてもダメなのだ、というわけである。 
 
「しゃべることができれば英語を使うことが楽しくなる」ことは事実であり、しゃべることができ
るようになることは、英語教育が目指すことの一本の柱として掲げるべきことである点について異論
はない。しかし、Aレベルでしゃべっている先に、Bレベルでもしゃべることができるようにするた
めには、一定の時間をかけて黙々と文法理解と精読、多読訓練を繰り返し、「読み書き」を最低 B1レ
ベルにあげることが欠かせない。それなくしては、いくらしゃべれたとしも、A レベルでの、挨拶と
簡単な日常会話のレベル以上の会話は成立しない。 
しかし、読み書きは満足にできなくても、A レベルでの聞き取りとおしゃべりを繰り返していれば
いつの間にか B1 以上のレベルに上がっていけるという誤解が存在するようである。そして、その誤
解を抱いたまま進んで、A レベルでの簡単な日常会話ができるようになった後、B1 へと上がったレ
ベルでの会話も可能にしたいと思ったとき、突然、B1以上のレベルでは、「読み書き」が優先すると
いう厚い壁につきあたるのである。 
 
6.2 基礎学力としての「読み書き」を優先させる必要性 
自身の英語力の到達目標について、「自分は英字新聞など読めなくてよい。A1 レベル、たとえば、
外国人が来た時に、挨拶や、自己紹介、道案内できたりすればそれで十分だ」という人はいる。しか
し、そのような考え方が生涯変化しないとどうして言えるだろう。 
人生における希望や状況は、絶えず予想を超えて変化していく。ある時期には必要だとは思えなか
った勉強が必要となってくることはいくらでもある。もちろん、勉強は必要になった時にやればよい
と考えることもできるし、それが可能な勉強もある。たとえば、料理の仕方を知らずとも、必要に迫
られて学ぶことによって、必要最低限以上の料理能力をつけることはいくらでも可能である。 
しかし、学ぶことの中には、十代後半ごろまでに、教師らの助けのもとに、じっくりと時間をかけ
て基礎訓練を積み立てていくことが欠かせない領域―母語の読み書き、算数（数学）、外国語―もある。
なぜなら、これらの科目は、いったん、学校という環境から出てしまうと、自主学習で学ぼうとして
も、時間的制約や、身近な教師の不在という意味で、学校で学ぶ場合に比べて困難さが格段に増すか
らである。その意味で、「勉強は、したくなった時にいつでもできる」というのは、これらの基本科目
については必ずしも当てはまらない。 
我々、日本人の多くは、自転車に乗ることと泳ぎを幼いうちに訓練を受ける。それは、全員が、必
ず、オリンピックの自転車競技や水泳の選手になるためではない。それは、必要になったときに、そ
の能力を基礎に、日常での活動範囲を手軽に広げたり、海を楽しんだり、セウォル号のような海難事
故(2014)が起きたとき、海でおぼれず、対岸へ泳ぎつくことを可能とするためである。 
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この意味で、小・中・高で、これらの基礎科目を学ばせるのは、それが、生徒が学校を卒業した後、
どのような状況が展開したとしても、その状況を乗り切るために必要な勉学の可能性をできる限り広
げるための必要条件と考えられているからである。 
全員が、B,Cレベルに達することは不可能であり、必要もない。しかし、いつ、だれが、B以上の
レベルの英語力を必要とするようになるかは、誰にも予測することはできない。とすれば、学校での
英語教育の基本は、できる限り多くの学習者が、勉強し続けることによっていつでも、少なくとも B,C
レベルに進むことが可能な必要条件を満たせるように助けることであろう。現在起こってきているよ
うに、これまで述べてきた英語力の二極化を放置することは、学校を卒業した時点で B1 レベルに達
していないグループの将来の世界が広がる可能性を不当に狭めることにつながりかねないのである。 
個々人が持つ、そのような可能性の広がりを考えたとき、目の前にある、レベルは低くとも、手近
な目立つ英語力に目を奪われるのではなく、高度な英語力が開く、より広く、深い精神世界へ進む基
礎力――それが、一見無味乾燥に見えようとも――を培うこと、そして、そのような訓練を通じて思
考力そのものを陶冶ことをを大切にすることは、親や教育者、そして社会の大きな責務だとは言えな
いだろうか。 
 
7. これからの時代の英語の「読み書き」の力の必要性 
それでもなお、「レベルは低くても、しゃべれることの方が大切」と考える人のために、ここで、
これからの時代においての、英語の「読み」「書き」の重要性について考えてみたい。 
 
現在、コミュニケーションの領域や種類はグローバル化し、以前に比べて、日本人が、口頭で英語
をやり取りする機会は増加している。しかし、意外と見落とされがちであるのが、文章の「読み書き」
によるコミュニケーションの場は、「口頭」でのやり取りの場の増加とは比較にならないほど増えてい
るという事実である。 
平均的日本人が、自分のこれまでの外国語の体験を振り返るとき、口頭での英語のやり取りの機会
はどれほどあったろうか。街角で、外国人に会って、駅までの道案内をした。イギリスへ旅行に行っ
た 2週間、空港税関で税官吏と行った入国審査のやり取り、レストランでの注文のやり取り、ホテル
でのチェックイン、現地で出会った人々とのやり取りをした。アメリカの学生がホームステイしたと
き、日常会話のやり取りをした。また、2020 年になればオリンピックで、数週間、外国人選手や観
光客が増えて、英語でのやり取りが必要になるだろう。このように見てくると、昔と比べれば、口頭
での英語のやり取りの機会は増加していることは確かである。しかし、それでも、以上のような機会
を持つ人、あるいは、トータルで数週間以上、一日中、口頭での英語のやり取りの場を持つ人はまだ
まだ限られているのではないだろうか。 
その一方で、読み書きによるコミュニケーションの機会は格段に増加している。 
インターネットは、英語を読み書きできることによって、空間を共有しない人間同士が、地球規模
で情報のやりとりをすることを可能にした。インターネットが普及する以前は、英語の読み書きは、
英字新聞や英語で書かれた本を読むことが主なもので、それらの文献にアクセスできる、あるいは、
アクセスするつもりのある人間の数は限られていた。しかし、今や、パソコン等の IT機器がありさえ
すれば、世界中の人々と読み書きを通じてのコミュニケーションが可能になっている。 
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例えば、アメリカの通販で洋服を買いたい。インターネットで検索して、様々なサイトの中の商品
の説明を読み、わからないことについての問い合わせの Eメールを送り、商品を購入する。Facebook
や twitter で、意見や感想を交換する、海外の新聞、雑誌、論文、様々な機関や個人のホームページ
やブログ、掲載文献を読む、など、読み書きによる英語コミュニケーションの可能性は、年齢、住む
場所、職業、等に関係なく、人生全般にわたって広がってきている。 
日常的に、仕事等で、日本にいながら、あるいは、世界を飛び回って口頭での英語をやり取りをす
る必要のある人が日本人全体のどれくらいの割合を占めているかはわからない。しかし、多くの日本
人にとって、「口頭コミュニケーション」と、「読み書きコミュニケーション」の機会の「可能性」の
割合は、後者の方がずっと多いし、今後増加し続けるだろうということなのである。 
 
7.1英語で「読み書き」できないことの危険性 
また、今日、日本語以外で「読み」「書き」ができないことは、不便であるばかりか危険性が増加
するという点についても考えておく必要があるだろう。 
日本語でしか読み書きできないということは、世界で起きている物事についての情報をいつも外国
語の読み書きができる人に依存しなければならないということを意味する。情報源を他者に依存する
ということは、その他者の置かれた状況や意図によって、情報が恣意的にゆがめられた場合、抵抗す
るすべを持ちえないことを意味する。 
新聞社にしろ、通信社にしろ、情報の提供を競い合っている現代、必要な外国語による情報はどん
どん翻訳されて伝えられているのだから心配には及ばないと考えたくもなる。しかし、日本の新聞で
は報道されていない情報を他国の新聞やネットで知ることも増加してきている今日、外国語ができる
人に外国の情報を頼らざるを得ない、日本語に翻訳された様々な海外からの情報を原語でチェックで
きない人が多いということは、場合によっては、非常に危険な状況を引き起こすと考えた方が良いだ
ろう。 
外国語ではなくとも、国民の識字率が低い国で、文字が読めないことによってこうむる不利益や悲
劇は多大なものがある。ビンに貼られてあるラベルの文字を読むことができないために、飲み物では
ない薬品を口に入れてしまったり、商取引でだまされたり、必要な情報を知ることができないために、
権利を主張することができなかったりと、問題は枚挙にいとまがない。そのため、識字率を高める運
動が世界的に広まってきているわけである。 
日本語使用者は世界で、1 億 3000 万人。英語を公用語、準公用語として使用する人口は、約 21
億人である。英語を母語とする人数は、さほど多くはなく、約 4億人である。しかし、政治的、歴史
的経緯と、英語を母語とせずとも、言語構造が英語とよく似ているために（この点については、次回
以降詳しく取り扱う）、母語以外に英語を使える人は多い。だからこそ、英語が、それが良いことか否
かは別として、国際共通語のひとつとなっているわけである。 
このように、現代世界において、日本語は、あくまでごく限られた人間達の言語であるのが現実で
ある。鎖国の時代であったなら、日本語以外の言語を学ぶ必要は限られていたであろう。しかし、世
界的に様々なつながりが生じ、生活の隅々にまで、そのつながりの影響の中で生きるすべを考えなけ
ればならない現代において、英語の読み書きができないことの不利益は計り知れない。 
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以上の点をまとめると、「コミュニケーションできる英語」と言ったとき、現代に生きる日本人が
まず頭に置かなければならないのは次の 3点である。 
 
①「コミュニケーションできる英語」は「口頭コミュニケーション」だけではなく「読み書きによ
るコミュニケーション」の両方である。 
② 現代社会においては英語の「読み書きコミュニケーション」のほうが、質量共に、「口頭コミ
ュニケーション」より機会が多く、今後重要性と必要性はまずます高くなる。 
③無尽蔵の英語コミュニケーションの広がりは、B1 レベル以上の読み書きが可能でなければ、そ
の恩恵を享受することは困難である。 
 
そして、①～③から、これからの世界において、日本人にとって英語の「読み」「書き」ができる
ことがどのような意味を持つか、そして、B1以上のレベルでの「読み」「書き」ができることが、英
語の使用範囲が無限に広がるか否かの鍵であることが理解されるならば、学校（主に中学、高校）に
おける英語学習において、まずは「読み」「書き」を一般文献（英字新聞、雑誌）を読める B1レベル
に達する基礎教育を行うことの重要性が明らかになってくるだろう。 
次回は、英語学習を通じて、Bグループと Aグループの二つのグループが存在するようになり、A
グループに属する学習者が極端に増加することになったのかについて分析を進めたい。 
 
（受付日：2017年 3月 15日） 
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